
早期発見のためのチェックリスト 
 

学齢期（学校・児童館など・・・） 

チェック年月日      年     月     日 

 

記入者                           

 子どもの様子 
 主  な  状  況 

 身体的状況 

□ 不自然な外傷（打撲・火傷など）があり、治りかけの傷やできたばかりの傷が多い 

□ 衣類が極端に汚れていたり、破れたままであったり、季節に合わない服装で登校する 

□ 長期間入浴していない状況がうかがえる（汚れ、におい、垢の付着、爪がのびている等） 

□ 体の不調を訴え、元気がなく、表情が暗かったり、表情や反応が乏しかったりする 

□ 発育や発達の遅れ（やせ、低身長、歩行や言葉の遅れ等）、虫歯等治療を放置している 

 生活・行動特徴 

□ 理由のはっきりしない欠席・遅刻が多い 

□ 長期間欠席しており、家族とも連絡が取れない 

□ 授業に集中できず、ボーッとしている 

□ 成績が急に悪くなった 

□ 食べ物への執着が強い（給食などをむさぼり食べる）、あるいは食欲がなさすぎる 

□ 必要以上に丁寧な言葉遣いや挨拶をする 

□ 集団に入れない、離れていることが多い 

□ 虚言や盗み（万引きなど）をくり返す 

□ 衣服を脱ぐことに過剰な不安をみせる 

□ 極端な性への関心がある、または、拒否感が見られる（特に女子の性的逸脱行為） 

□ いつもおどおどしていたり、何気なく手をあげても身構える 

□ 握手など、身体的接触に対して過度な敏感さを示す 

□ ささいなことでもすぐカーッとなり、友人への暴力的な言動がある 

□ 他人を執拗に責めたり、動物をいじめたりする 

□ 自分より年下の子供と遊ぶことが多く、時には威圧的である 

□ 放課後、何かと理由をつけ帰宅したがらない 

□ ひっきりなしに注意を引こうとする 

□ 家出を繰り返す 

□ 夜遅くまで外で遊んでいたり、徘徊していたりする 

 

親の様子 
 主  な  状  況 

□ 長期病欠にもかかわらず、医療機関を受診させていない 

□ 保護者が長期不在でいつも子どもだけで過ごしている 

□ 教師との面談や家庭訪問を拒む 

□ しばしば大声を上げ、子どもや家族に暴力を振るうことがある 

□ 子どもへの態度や言葉が否定的で冷たい 

□ 子どもの能力以上のことを無理やり教え込もうとする 

□ 自分の思いどおりにならないとすぐ体罰を加える 

□ 地域の中で孤立しており、相談相手がいない 

□ 経済的問題や家庭環境の問題を抱えている 

□ 連絡もなく登校させず、訪問しても保護者不在のことが多い 

□ 被害者意識が強かったり、イライラしている 

□ アルコール依存傾向や精神疾患があり、精神的に不安定である 

※ このチェックリストは、早期発見のためのポイントを示したものになりますので、あてはま

る項目の多少によって虐待かどうかを判定するものではありません。 

 


